
私のボランティア活動 

大阪市八尾市 後藤 清人さん 

私も定年近くになり、第二の人生をどのように過ごすか考えたとき、先ずは趣味の登

山に嵌まり毎日のように山に登っていました。大阪で一番高い山”金剛山“（1,125ｍ）に

45 歳から登り始めて定年までに 1,000 回を達成。日本百名山も現在までに 80 座に登頂

しました。 

私は在職中、京セラ創業者の稲盛和夫さんを尊敬していて、稲森塾の講演テープ 59 巻

を購入。営業所長として如何にあるべきかを問うとき大変勉強になりました。また、稲

盛さんの“利他の心”というテープの中で、明の時代の袁了凡という人の書いた『陰隲録』

から引用された「積善の家計に余慶あり」という言葉を聞いて、定年後は自分のことよ

りも他人のお役に立つことを目標にボランティア活動をすることにしました。 

定年後 2 年ほどして信仰仲間と奈良の道場へ通っているとき、アルミ缶やプルタブを

集めて身障者施設に車椅子を贈呈しているという奈良の

人から協力を依頼され、都度収集・持参していました。そ

の後、その方が東大阪の府営住宅に転居され、約 500 戸の

住宅のアルミ缶回収を月 2 回行っていたところ、人手が少

なく引き継いでもらえないかとの依頼があり、仲間ととも

に引き受けることになったのが始まりでした。 

月 2 回、第 1・第 3 水曜日に朝 6 時集合で 9 時ごろまでの約 3 時間、５～6 人の仲間と

ともに回収・仕分けし業者に搬入して現金化しました。待望

の車椅子第 1 号を贈呈するために八尾市社会福祉協議会を

訪問し、八尾市の“愛光園”という障害者施設を紹介していた

だきました。理事長も人格の優れた立派な方でその後 5 台贈

呈していますが、その”愛光園“でもアルミ缶収集にご協力い

ただきました。 

その後、多くの仲間がまたその仲間にも協力を依頼して、ボランティア活動の輪が広

 
■ 回収風景 

 

■ 寄付金の贈呈 



がっていくと同時にアルミ缶回収量も増えていきました。一方、

贈呈先も障害者施設から子ども食堂支援や難病学生支援、さら

にはウクライナ難民支援まで広がりってきております。子ども

食堂をやっておられるダルビッシュ有のお母さんにも、僅かで

すが支援させていただきました。 

現在、私は八尾市の自宅近くで活動しています。先般、チラ

シ(写真)をポスト投函したら持参してくれる人もいて嬉しく思

っています。皆さんの支援と協力があって続けられることで感

謝しています。お陰様で後継者となる仲間もでき、有難いと思う今日この頃です（了） 

 

■ 子ども食堂への贈呈 

 

 


